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1
1
日
に
落
成
記
念
行
事

　

多
田
記
念
大
野
有
終
会
館
が
完
成
し
、

今
月
1
0
日
の
●
1
1
日
⑧
に
次
の
日
程
で
落

成
記
念
行
事
を
行
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
会
場
は
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、

そ
れ
ぞ
れ
入
場
整
理
券
（
無
料
）
が
必
要

で
戈
整
理
券
は
有
終
会
館
、
市
民
会
館
、

各
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
求
め
は
お
早
め
に
。

1
0
日
酋
の
記
念
行
事

●
タ
イ
ト
ル
「
わ
が
人
生
の
う

　
　

た
」

・
出
演
者
作
曲
家
・
船
村
徹
j

　
　

と
新
人
歌
手
・
越
前
二
郎
j

・
時
間
午
後
2
時
？
4
時

1
1
日
⑨
の
記
念
行
事

●
タ
イ
ト
ル
第
1
部
「
歌
の
ス

　
　

テ
ー
ジ
」
第
2
部
『
お
も
し

　
　

ろ
ト
ー
ク
』

・
出
演
者
第
1
部
‐
：
歌
手
・
酒

　
　

井
法
子
I
第
2
部
‐
・
‐
落
語

　
　

家
・
桂
文
珍
j

・
時
間
午
後
2
時
？
4
時



づ弓フ■大野有終を館

本館
教育・文化

福祉活動の拠点

　

一
階
に
は
会
館
事
務
室
や
市
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
室
の
ほ
か
、
三
上
六
畳
の

和
室
や
屋
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
と

し
て
も
利
川
で
き
る
中
会
議
室
な

▼1階ロビーロビーは2階まで吹き抜けで、ゆったりした

構造。「ふれあい広場」などのスペースも充実しています。 aレお溺祉

会
合
や
イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ
に

存
分
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市民の総合的な交流

施設としてオープンす

る大野有終会館。その

内部を、写真を中心に

ご紹介します。

地
域
福
祉
活
動
の
拠
点
に

市
社
会
福
祉

協
議
会
長

松
田
仁
左
衛
門
j

　

新
築
な
っ
た

大
野
有
終
会
館

内
に
、
社
会
福

祉
法
人
・
大
野

市
社
会
福
祉
協
議
会
専
用
の
事
務
室

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
・
相
談
室
な
ど

を
設
け
て
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

社
拍
は
。
地
域
住
民
自
ら
が
福
祉

に
つ
い
て
考
え
、
活
動
す
る
拠
点
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
度
、
施
設
面

で
も
福
祉
の
拠
点
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
姿
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や

要
望
を
も
と
に
、
と
も
ど
も
活
動
が

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
個
人
や
家

族
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
を
話
し

合
い
、
関
係
者
と
有
効
な
連
携
が
持

て
る
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
会
館
の
方
へ
、
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

使
用
料
に
十
分
な
配
慮
を

市
文
協
副
会
長
福
田
隆
j

　

ス
ポ
ー
ツ
人

口
が
増
加
し
、

学
校
施
設
が
社

会
体
育
の
場
と

し
て
フ
ル
に
利
用
さ
れ
て
い
る
現
状

か
ら
、
今
度
建
て
ら
れ
た
会
館
の
多

目
的
ホ
ー
ル
は
、
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
の

会
場
難
を
緩
和
し
て
く
れ
ま
す
。
た



クラブ■大野有終会館

ど
が
あ
り
ま
す
。
一
一
階
ま
で
吹
き

抜
け
の
広
々
と
し
た
ロ
ビ
ー
に
は

「
展
示
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
設
け
ら
れ
、
各
種
展
示
・

催
し
物
会
場
と
な
り
ま
す
。

　

二
階
に
は
各
種
団
体
専
用
の
事

務
室
を
は
じ
め
、
大
小
四
つ
の
会

議
室
、
和
室
三
部
屋
（
三
十
畳
二

間
、
十
九
畳
一
間
）
、
調
理
室
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

三
階
に
は
四
百
八
十
人
収
容
の

大
会
議
室
や
音
楽
室
、
視
聴
覚
室
、

研
修
・
会
議
室
が
あ
り
、
い
ろ
い

ろ
な
活
動
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

本
館
に
は
、
体
の
不
自
由
な
人

も
自
由
に
各
階
の
施
設
が
利
用
で

き
る
よ
う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
専
用

ト
イ
レ
を
設
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

会
館
の
利
用
中
込
方
法
や
各
階

施
設
配
置
に
つ
い
て
は
四
、
五
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

？3階大会議室一番大きい会議室で、約500人が入れま

す。中央で仕切り、別々に利用することもできます。

？2階和室30畳2部屋（続き間）のほ

か、水屋付き19畳の部屋もあります。

▲2階調理室調理台7台が備えられていま

す。3階には、音楽室、視聴覚室もあります。

だ
、
体
育
専
用
の
施
設
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
利
用
面
で
い
ろ
い
ろ
制

約
が
出
て
く
る
の
で
は
、
と
心
配
し

て
い
ま
す
。
体
育
関
係
者
と
し
て
は
、

や
は
り
別
に
総
合
体
育
館
を
早
く
建

設
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
会
館
使
用
は
原
則
と
し
て

有
料
で
、
減
免
措
置
も
あ
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
市
全
体
の
体
育
振
興
を

図
る
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、

不
公
平
な
取
り
扱
い
が
生
じ
な
い
よ

う
、
十
分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

会
館
運
営
面
で
の
充
実
を

　

市
体
協
副
会
長
金
森
澄
子
j

　

大
野
市
は
、

他
市
と
比
べ
て

体
育
・
文
化
・

福
祉
の
施
設
が

十
分
で
な
い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、

こ
れ
ら
の
活
動
が
で
き
る
会
館
が
完

成
し
た
こ
と
は
、
喜
ば
し
い
限
り
で

す
。
私
た
ち
は
、
公
共
マ
ナ
ー
や
使

い
方
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
会
館
建
設

資
金
を
寄
贈
さ
れ
た
方
へ
の
感
謝
を

も
っ
て
、
大
切
に
、
大
い
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
各
団
体
な
ど
の
要
望
を
聞

い
て
い
た
だ
き
、
な
る
べ
く
安
い
料

金
で
、
気
軽
に
使
え
る
よ
う
配
慮
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
行

事
の
企
画
・
指
導
な
ど
も
し
て
ほ
し

い
の
で
、
会
館
に
勤
務
す
る
人
の
数

も
充
実
し
、
名
実
と
も
に
市
民
活
動

の
拠
点
と
な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。



グラフ・大野有終会館

別館

用途さまざま

多目的ホール

　

別
館
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
屋
内
ス
ポ

ー
ツ
の
場
と
し
て
、
ま
た
講
演
会

や
コ
ン
サ
ー
ト
、
各
種
大
会
の
会

場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
者
川

と
し
て
、
外
か
ら
直
接
入
れ
る
ト

イ
レ
も
設
け
て
あ
り
ま
す
。

▼多目的ホールバレーコートなら2面、バドミント

ンなら6面取れ、イス席で1，300人余りがすわれます。

▼ステージ照明・音響設

備のほか、ピアノも常備。

・・・｜｜111111II11111III111111・⑤阿

ま

ヰ

　

会
館
東
側
の
正
面
入

口
右
手
に
は
喫
茶
室
が

あ
り
ま
す
。
会
館
利
用

者
は
も
ち
ろ
ん
、
外
か

ら
も
自
由
に
出
入
り
で

き
る
憩
い
の
場
で
す
。

言
工
J
・
に
‥
I

I
－
－
I
I
I
－

所
在
地
天
神
町
1
1
1
9

開
館
時
間
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
9
時
3
0

　
　
　
　
　

分
ま
で

休
館
日
毎
週
火
曜
日
と
、
国
民
の
祝
日
の

　
　
　
　
　

翌
日
、
年
末
年
始
（
1
2
月
2
9
日
か

　
　
　
　
　

ら
翌
年
1
月
3
日
ま
で
）

申
込
方
法
な
る
べ
く
利
用
日
の
1
週
間
以
上

　
　
　
　
　

前
に
会
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　
　
　
　
　

い
（
S
6
5
・
8
7
6
6
）

駐
車
場
普
通
乗
用
車
2
0
0
台
収
容

会
館
使
用
料
●
使
用
料
の
減
免

　

会
館
各
施
設
の
使
用
料

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

本
館
1
階
1
0
6
号
室
と

別
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
会
議
や
催
し
に

使
用
す
る
場
合
と
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
使
用
す
る
場
合

と
で
は
、
料
金
が
異
な
り

ま
す
。
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

　

な
お
、
社
会
教
育
関
係

団
体
（
体
育
団
体
を
含
む
）

や
福
祉
関
係
団
体
、
行
政

関
係
外
郭
団
体
な
ど
公
共

的
な
団
体
が
使
用
す
る
場

合
は
、
使
用
料
が
免
除
ま

た
は
減
額
さ
れ
ま
す
。
減

免
条
件
や
手
続
き
な
ど
詳

し
く
は
会
館
事
務
所
豊
6
5

・
8
7
6
6
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
体
育
活
動
使
用
料
（
平
日
、
土
曜
、
日
曜
共
通
）

館別 館本 殴
同ホ
ー
ル
半
面

多
目
的

ホ
ー
ル
全
面

1
0
6
号
室

部
屋
名

1
0
0
0
円

2
0
0
0
円

1
0
0
0
円

8
時
半
～
1
2
時

1
4
0
0
円

2
8
0
0
円

1
4
0
0
円

1
2
時
？
1
7
時

2
0
0
0
円

4
0
0
0
円

2
0
0
0
円

1
7
時
～
2
1
時
半



H
会
館
施
設
配
置
図

本
館
3
階

本
館
2
階

本館1階

別館

■
会
議
室
・
催
事
場
使
用
料
（
平
日
基
本
料
金
）

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
使
用
料
金
は
、
使
用
す
る
部
屋
や

時
間
帯
に
よ
り
、
右
記
平
日
基
本
料
金
の
2
割
～
5
割
増
し
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
冷
暖
房
時
は
、
平
日
基
本
料
金
の
5
割
増

し
で
す
。

別 館 本
館
3 階 本

館
2 階 本

館
1 階 分

区

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム

厨
房
控
室
楽
屋
ス
テ
ー
ジ

多
目
的
ホ
ー
ル

（
会
議
・
催
事
用
）

3
0
9
号
室

3
0
8
号
室

3
0
7
号
室

3
0
6
号
室

3
0
5
号
室

3
0
3
号
室

3
0
2
号
室

3
0
1
号
室

2
0
9
号
室

2
0
8
号
室

2
0
7
号
室

2
0
6
号
室

2
0
5
号
室

2
0
4
号
室

2
0
3
号
室

2
0
2
号
室

展
示
ゴ
ー
キ
ー
・
・

1
0
7
号
室

1
0
6
号
室

1
0
5
号
室

1
0
4
号
室

部
屋
名

5
0
0
円

5
0
0
円

5
0
0
円

2
0
0
円

5
0
0
円

4
7
0
0
円

7
0
0
円

7
0
0
円

7
0
0
円

4
0
0
0
円

4
0
0
0
円

1
3
0
0
円

1
9
0
0
円

1
3
0
0
円

1
1
0
0
円

1
1
0
0
円

1
1
0
0
円

9
0
0
円

2
0
0
円

3
0
0
円

5
0
0
円

1
3
0
0
円

1
0
0
円

9
0
0
円

1
6
0
0
円

1
3
0
0
円

4
0
0
円

8
時
半
～
1
2
時

7
0
0
円

7
0
0
円

7
0
0
円

3
0
0
円

7
0
0
円

6
6
0
0
円

1
0
0
0
円

1
0
0
0
円

1
0
0
0
円

5
6
0
0
円

5
6
0
0
円

1
8
0
0
円

2
7
0
0
円

1
8
0
0
円

1
5
0
0
円

1
5
0
0
円

1
5
0
0
円

1
3
0
0
円

3
0
0
円

4
0
0
円

7
0
0
円

1
8
0
0
円

1
0
0
円

1
3
0
0
円

2
2
0
0
円

1
8
0
0
円

6
0
0
円

1
2
時
？
1
7
時

1
0
0
0
円

9
0
0
円

1
0
0
0
円

4
0
0
円

1
0
0
0
円

9
2
0
0
円

1
4
0
0
円

1
4
0
0
円

1
4
0
0
円

7
8
0
0
円

7
8
0
0
円

2
5
0
0
円

3
7
0
0
円

2
5
0
0
円

2
2
0
0
円

2
2
0
0
円

2
2
0
0
円

1
8
0
0
円

4
0
0
円

6
0
0
円

1
0
0
0
円

2
5
0
0
円

2
0
0
円

1
8
0
0
円

3
1
0
0
円

2
5
0
0
円

8
0
0
円

1
7
時
～
2
1
時
半
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市卸94驚備驀布討画
策定委め報告ガノらノ

　

大
野
市
街
地
整
備
基
本
計
画
策

定
委
員
会
（
玉
置
伸
悟
会
長
＝
福

井
大
学
工
学
部
教
授
・
二
十
一
人
）

は
、
昭
和
六
十
－
年
か
ら
I
二
年
が

か
り
で
取
り
ま
と
め
た
大
野
市
街

地
整
備
基
本
計
画
報
告
書
を
五
月

I
－
日
、
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
昭
和
六
十
一
年
十
一

月
に
市
長
が
、
学
識
経
験
者
や
市

民
の
代
表
な
ど
二
十
－
人
を
選
び

委
嘱
、
発
足
し
た
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
二
年
六
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
大

野
市
の
市
街
地
整
備
の
あ
り
方
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
報
告
書
は
そ
の
結
果
を

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
都
市
構

想
編
、
市
街
地
整
備
計
画
編
、
市

街
地
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
の
I
ニ
編

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
概
要

を
お
伝
え
し
ま
す
。

I
I
I
。
。
。
”
・
・
・
■
一
に
4
j

－
i
f
＿
－
＾
r
－
。
－
｜
v
。
＾
。
j

　

市
街
地
整
備
の
基
本
構
想
と
し

て
、
「
二
十
一
世
紀
へ
躍
進
す
る
緑

と
活
力
あ
ふ
れ
る
文
化
都
市
お
お

の
」
の
備
え
る
べ
き
将
来
の
都
市

機
能
は
①
奥
越
の
中
核
拠
点
都
市

と
し
て
の
商
業
・
業
務
・
流
通
機

能
②
定
住
地
と
し
て
の
居
住
機
能

③
水
と
歴
史
と
自
然
が
調
和
し
た

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能

④
観
光
を
主
導
と
し
た
関
連
産
業

と
既
存
産
業
の
生
産
機
能
、
と
位

置
づ
け
、
こ
の
四
点
の
充
実
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
の

沈
滞
化
し
た
ム
ー
ド
を
打
ち
破
る

た
め
、
恵
ま
れ
た
自
然
・
歴
史
的

遺
産
・
水
の
三
つ
を
生
か
し
た
通

年
型
・
滞
在
型
の
観
光
都
市
に
再

生
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
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第
二
編
の
市
街
地
整
備
計
画
で

は
、
「
ま
ち
な
か
観
光
」
を
主
眼
と

し
た
整
備
を
中
心
に
、
具
体
的
な

提
案
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
福
井
方

面
か
ら
市
街
地
ヘ

ス
ム
ー
ズ
に
入
れ

る
ア
ク
セ
ス
道
路

（
進
人
路
）
の
新
設

が
必
要
だ
と
し
、

現
在
建
設
中
の
新

丁
ト
ン
ネ
ル
か
ら

亀
山
南
側
を
経
て

六
間
通
り
へ
直
結

す
る
シ
ン
ボ
ル
道

路
の
建
設
を
挙
げ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
重
点
整

備
地
区
と
し
て
、

①
亀
山
周
辺
地
区

②
ま
ち
な
か
観
光

ル
ー
ト
（
「
水
の
ル

福井方面からの市街地アクセス道路のルート

I
ト
」
「
寺
町
ル
ー
ト
」
な
ど
四
ル

ー
ト
）
③
越
前
大
野
駅
周
辺
地
区

④
中
心
商
業
軸
（
七
間
通
り
●
五

番
通
り
。
横
町
通

り
）
⑤
新
シ
ビ
ッ

ク
ゾ
ー
ン
（
大
和

町
周
辺
地
区
に
市

民
憩
い
の
施
設
・

空
間
を
整
備
）
の

五
ヵ
所
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
市

街
地
再
整
備
の
軸

と
な
る
シ
ン
ボ
ル

道
路
と
、
重
点
整

備
地
区
の
中
か
ら

亀
山
周
辺
と
ま
ち

な
か
観
光
ル
ー
ト

の
整
備
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

新158号バイパスと

六間通りを直結

ア
ク
セ
ス
道
路

　

市
街
地
に
用
の
な
い
通
過
交
通

を
排
除
す
る
た
め
、
ま
ず
国
道
一

五
七
号
・
一
五
八
号
を
軸
と
し
て

市
街
地
を
外
周
す
る
環
状
道
路
を

整
備
し
ま
す
。
そ
の
環
状
線
か
ら

市
街
地
へ
入
る
た
め
の
ア
ク
セ
ス

道
路
（
進
人
道
路
）
を
東
西
南
北

四
方
向
か
ら
設
定
し
、
初
め
て
の

人
に
も
わ
か
り
や
す
い
都
市
構
造

に
し
ま
す
。

　

四
本
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
う
ち

東
は
七
間
線
、
南
北
は
三
番
線
の

整
備
で
対
応
で
き
ま
す
が
、
最
も

利
用
者
が
多
い
と
予
想
さ
れ
る
西

方
向
（
福
井
方
面
）
か
ら
直
接
中

心
部
へ
入
れ
る
道
路
が
な
い
の
で

新
設
し
ま
す
。
こ
の
道
路
は
、
現

在
建
設
中
の
新
丁
ト
ン
ネ
ル
を
出

て
ニ
チ
コ
ン
裏
で
現
一
五
八
号
に
接

続
す
る
一
五
八
号
新
バ
イ
パ
ス
を

さ
ら
に
延
長
し
、
そ
の
ま
ま
亀
山

へ
向
か
っ
て
直
進
さ
せ
ま
す
。
大

野
城
に
向
か
っ
て
直
進
す
る
こ
と

で
「
こ
の
ま
ま
行
け
ば
『
ま
ち
な

か
』
へ
到
達
で
き
る
だ
ろ
う
一
と

大野城を仰ぎながら進むと亀山山ろくの観

光拠点へ着＜。さらに進めばJR大野駅へ。
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い
う
直
感
的
な
安
心
感
が
得
ら
れ
。

わ
か
り
や
す
い
都
市
構
造
と
な
り

ま
す
。
亀
由
に
ト
ン
ネ
ル
×
掘
れ

ば
、
道
路
線
形
と
し
て
は
合
理
的

で
す
が
、
市
民
感
情
と
し
て
は
抵

抗
が
大
き
い
の
で
、
亀
山
の
南
端

を
経
て
六
間
通
り
に
直
結
し
ま
す
。

■
シ
ン
ボ
ル
道
路

　

こ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
現
在
の

六
間
通
り
を
市
街
地
の
新
し
い
都

市
軸
と
し
て
、
シ
ン
ボ
ル
的
な
道

路
に
し
ま
す
。

　

京
福
電
車
が
あ
っ
た
こ
ろ
は
、

三
番
～
七
間
～
五
番
を
結
ぶ
線
が

駅
と
中
心
商
業
集
積
地
を
結
ぶ
形

で
都
市
軸
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
京
福
電
車
廃
線
後
は
、
そ
の

都
市
軸
が
あ
い
ま
い
に
な
り
、
業

務
・
文
化
施
設
な
ど
も
分
散
化
し

た
結
果
、
中
心
部
は
中
心
商
業
地

と
し
て
の
魅
力
×
も
失
う
I
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
新
設
す
る
西
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
道
路
か
ら
亀
山
周
辺
の

観
光
拠
点
、
そ
し
て
J
R
越
前
大

野
駅
を
結
ぶ
ニ
キ
ロ
の
区
間
を
シ
ン

ボ
ル
道
路
と
し
て
、
大
野
市
の
新

し
い
都
市
軸
χ
形
成
し
ま
す
。
こ

の
道
路
は
、
中
央
分
離
帯
を
持
つ

二
車
線
の
車
道
と
、
そ
の
両
側
の

幅
三
・
五
□
の
歩
道
か
ら
な
り
ま

す
。
現
在
の
六
間
通
り
は
、
一
部

四
車
線
で
す
が
、
停
車
帯
や
ゆ
っ
た

り
と
し
た
歩
行
者
川
の
空
間
χ
確

保
し
て
、
全
線
二
車
線
と
し
ま
す
。

亀山周辺地区を

最重点に整備

　

亀
山
周
辺
地
区
の
整
備
で
は
、

亀
山
公
園
や
大
野
高
校
、
柳
廼
社
、

内
山
家
住
宅
、
有
終
西
小
学
校
を

含
む
周
辺
約
こ
十
紛
を
市
街
地
最

大
の
観
光
拠
点
と
し
て
再
形
成
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
地

域
は
藩
政
時
代
の
中
心
地
で
あ
り
、

金
森
長
近
や
土
井
家
に
か
か
わ
る

歴
史
・
文
化
遺
産
も
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
シ
ン
ボ
ル
道
路
の
整

備
と
併
せ
て
文
化
・
観
光
施
設
の

整
備
を
図
り
、
亀
山
公
園
や
越
前

大
野
城
と
一
体
化
し
た
観
光
拠
点

と
し
ま
す
。

■
亀
山
公
園

　

亀
山
公
園
に
つ
い
て
は
す
で
に

市
の
整
備
計
画
が
立
て
ら
れ
て
お

り
、
計
画
に
基
づ
い
た
工
事
が
昭

和
六
十
こ
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
亀
山
は
山
全
体
が
史
跡
と
し

て
県
の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
お

り
、
都
市
公
園
の
中
で
も
最
も
景

観
の
保
護
・
保
存
を
重
視
す
る
「
風

致
公
園
」
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
改
修
工
事
に

当
た
っ
て
は
、
周
囲
の
景
観
と
調

和
し
た
質
の
高
い
公
園
造
り
を
目

指
し
ま
す
。

一
大
野
高
校
跡
地

　

大
野
高
校
が
新
庄
・
篠
座
地
区

へ
移
転
後
、
シ
ン
ボ
ル
道
路
の
建

設
で
移
転
が
必
要
と
な
る
有
終
西

小
学
校
を
移
転
し
ま
す
。
学
校
も

デ
ザ
イ
ン
や
材
質
を
検
討
し
て
、

周
囲
の
景
観
に
マ
ッ
チ
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
柳
廼
社
寄
り
の

残
余
地
に
は
、
藩
校
の
資
料
・
文

献
を
展
示
す
る
洋
学
資
料
館
や
岡

島
美
術
記
念
館
を
建
設
し
、
既
存

の
郷
土
歴
史
館
と
も
連
携
し
た
施

設
に
し
ま
す
。

■
柳
廼
社

　

柳
廼
社
境
内
の
池
へ
水
を
引
き
、

太
鼓
橋
を
設
け
る
な
ど
神
域
に
ふ

さ
わ
し
い
整
備
を
し
ま
す
。

■
内
山
家
住
宅
周
辺

　

大
野
藩
家
老
、
内
山
家
の
旧
住

宅
を
武
家
屋
敷
と
し
て
保
存
・
修

景
を
行
い
、
一
般
開
放
し
ま
す
。

こ
の
住
宅
を
含
む
街
区
は
、
交
換
・

賃
貸
・
曳
家
再
利
用
な
ど
に
よ
り

民
間
美
術
館
や
ク
ラ
フ
ト
工
房
な

ど
を
配
置
し
ま
す
。

■
有
終
西
小
跡
地

有
終
西
小
学
校
を
現
在
の
大
野

高
校
敷
地
に
移
転
新
築
後
、
そ
の

跡
地
に
大
野
藩
の
商
社
と
い
わ
れ

た
「
大
野
屋
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

物
産
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

そ
し
て
、
地
場
産
品
を
全
国
へ
売

り
出
す
拠
点
施
設
・
土
産
品
の
展

示
即
売
場
・
郷
土
料
理
を
味
わ
え

る
味
処
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ

ま
す
。
ま
た
、
小
人
数
の
旅
行
者

は
、
市
内
の
旅
館
で
宿
泊
し
て
も

ら
い
ま
す
が
、
修
学
旅
行
な
ど
団

体
客
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
ホ
テ

ル
も
設
け
ま
す
。

　

そ
の
他
、
ま
ち
な
か
観
光
ル
ー

ト
を
歩
い
て
回
っ
て
も
ら
う
た
め

の
大
規
模
駐
車
場
を
設
け
ま
す
。

普
通
車
百
台
、
観
光
バ
ス
三
十
台

程
度
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
す
。
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散策ルートを整備

　

藩
政
時
代
か
ら
の
街
並
み
（
旧

市
街
地
）
を
ま
ち
な
か
観
光
ゾ
ー

ン
と
し
て
、
東
西
南
北
四
方
向
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
観
光
客
を

誘
導
し
ま
す
。
市
街
地
各
所
の
観

光
拠
点
に
は
駐
車
場
を
完
備
し
ま

す
か
ら
、
観
光
客
は
自
由
に
”
ま
ち

な
か
”
を
散
策
で
き
ま
す
。
散
策
ル

ー
ト
と
し
て
、
七
間
通
り
を
主
軸

に
水
の
ル
ー
ト
と
寺
町
ル
ー
ト
を

設
け
、
さ
ら
に
二
つ
の
サ
ブ
ル
ー
ト

を
設
け
ま
す
。
ル
ー
ト
L
の
景
観
・

環
境
整
備
と
、
ゾ
ー
ン
内
の
民
間

観
光
施
設
に
も
支
援
を
行
い
、
将

来
的
に
は
面
的
な
広
が
り
を
も
つ

観
光
ゾ
ー
ン
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

■
水
の
ル
ー
ト

　

こ
の
ル
ー
ト
は
、
七
間
通
り
～

五
番
通
り
～
最
勝
寺
前
～
産
業
文

化
展
示
館
（
民
俗
資
料
館
・
緑
地

公
園
）
～
義
景
公
園
～
御
清
水
～

亀
山
周
辺
観
光
拠
点
を
巡
り
ま
す
。

　

七
間
商
店
街
は
ま
ち
な
か
観
光

の
観
光
軸
と
位
置
づ
け
、
景
観
整

備
を
行
い
ま
す
。
町
屋
の
居
住
部

分
と
店
部
分
の
整
理
に
協
力
し
て

も
ら
い
、
軒
下
空
間
を
確
保
し
ま

す
。
そ
し
て
、
車
道
部
分
以
外
は

一
体
的
に
天
然
石
で
舗
装
す
る
な

ど
、
歴
史
性
を
か
も
し
出
し
た
朝

市
の
空
間
に
し
ま
す
。
建
物
の
外

装
や
看
板
も
統
一
性
を
も
た
せ
る

よ
う
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

五
番
商
店
街
は
、
買
回
り
品
商

店
街
と
し
て
の
機
能
充
実
と
、
専

門
店
の
集
積
度
を
高
め
る
こ
と
に

よ
り
、
「
フ
ァ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
商
店

街
」
に
再
生
し
ま
す
。
五
番
・
七

間
角
の
駐
車
場
は
、
名
水
公
園
と

し
て
整
備
し
ま
す
。

　

義
景
公
園
も
「
御
清
水
」
と
の

連
動
が
し
や
す
い
よ
う
に
進
入
ル

ー
ト
の
改
善
な
ど
を
し
ま
す
。

工
寺
町
ル
ー
ト

　

寺
町
ル
ー
ト
は
、
七
間
通
り
～

寺
町
通
り
～
石
灯
篭
～
二
番
通
り

を
巡
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
寺
町
通
り
は
路
面
を
石

畳
に
、
水
路
は
石
積
み
で
水
面
が

見
え
る
よ
う
に
改
修
し
、
一
層
落

ち
つ
い
た
雰
囲
気
を
演
出
し
ま
す
。

　

石
灯
篭
通
り
は
、
防
火
帯
も
兼

ね
て
い
る
の
で
道
幅
は
広
い
の
で

す
が
、
両
端
が
行
き
止
ま
り
の
た

め
交
通
量
が
少
な
い
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
休
憩
・

い
こ
い
の
場
と
し
て
、
緑
地
や
歩

道
、
休
憩
施
設
を
設
け
、
観
光
ル

I
ト
に
組
み
入
れ
ま
す
。

　

二
番
通
り
の
石
灯
篭
か
ら
七
間

ま
で
の
間
は
、
昔
、
道
路
中
央
に

あ
っ
た
水
路
を
復
活
さ
せ
、
水
の

流
れ
が
見
え
る
街
を
復
元
し
ま
す
。

こ
の
通
り
は
現
在
、
空
き
地
が
比

較
的
多
い
の
で
、
観
光
関
連
業
種

の
店
を
誘
導
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

散
策
ル
ー
ト
上
に
市
民
や
観
光
客

の
休
憩
の
場
と
し
て
、
こ
、
三
百

□
お
き
に
ミ
ニ
公
園
を
設
け
、
ま

ち
に
ゅ
と
り
を
持
た
せ
ま
す
。

まちなか観光

ゾーン整備内容
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こ
こ
で
は
、
前
記
の
計
画
を
実

現
さ
せ
る
た
め
の
手
順
、
必
要
経

費
と
そ
の
調
達
方
法
な
ど
を
述
べ

て
い
ま
す
。

シ
ン
ボ
ル
道
路
を
最
優
先

　

そ
の
中
で
、
ま
ず
最
も
優
先
さ

せ
る
べ
き
課
題
と
し
て
、
「
シ
ン
ボ

ル
道
路
の
実
現
」
を
挙
げ
、
広
く

て
緑
豊
か
な
都
市
の
顔
と
も
い
え

る
道
路
を
造
る
こ
と
は
、
市
民
の

誇
り
に
も
な
る
と
強
調
し
て
い
ま

す
。
次
い
で
「
国
道
一
五
八
号
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
新
設
」
、
三

番
目
に
「
亀
山
周
辺
観
光
拠
点
開

発
」
、
四
番
目
に
「
下
水
道
の
整
備
」

を
挙
げ
、
下
水
道
整
備
は
都
市
と

し
て
の
居
住
環
境
の
改
善
に
役
立

つ
と
と
も
に
、
地
下
水
保
全
、
観

光
都
市
化
の
観
点
か
ら
も
不
可
欠

の
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
観
光
ゾ
ー
ン

　

整
備
の
役
割
分
担

　

ま
ち
な
か
観
光
ゾ
ー
ン
の
整
備

に
は
、
民
間
の
協
力
、
投
資
が
不

可
欠
で
す
。
ま
ず
六
間
通
り
の
シ

ン
ボ
ル
化
、
ア
ク
セ
ス
道
路
新
設
、

大
高
・
西
校
の
移
転
、
亀
山
周
辺

整
備
な
ど
の
重
要
課
題
を
官
民
共

同
の
計
画
と
し
て
樹
立
し
、
公
共

投
資
に
よ
り
完
成
さ
せ
な
が
ら
、

次
第
に
民
間
投
資
に
よ
る
観
光
開

発
を
誘
導
し
て
、
計
画
全
体
を
完

成
さ
せ
る
手
順
で
す
。

1
7
年
間
に
3
1
4
億
円
必
要

　

都
市
計
画
事
業
を
、
土
地
区
画

整
理
、
都
市
計
画
街
路
・
公
園
・

下
水
道
の
整
備
の
四
事
業
に
絞
っ

て
考
え
た
場
合
、
西
暦
二
〇
〇
五

年
ま
で
の
十
七
年
間
に
必
要
な
経

費
は
、
三
百
十
四
億
円
余
り
で
、

国
・
県
な
ど
の
負
担
額
を
除
い
た

市
の
負
担
額
は
百
三
十
五
億
円
と

試
算
し
て
い
ま
す
0
現
在
の
年
間

都
市
計
画
費
は
、
十
億
円
前
後
で

す
か
ら
、
大
幅
な
増
額
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
原
因
は
、
下
水
道
事
業
に

百
七
十
億
円
の
事
業
費
が
見
込
ま

れ
て
い
る
た
め
で
、
都
市
計
画
費

総
額
に
占
め
る
割
合
は
丘
四
％
に

な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
従
来
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
と
都
市
計
画

街
路
の
整
備
に
重
点
が
か
か
っ
て

い
た
市
の
都
市
計
画
予
算
は
、
下

水
道
整
備
に
重
点
が
移
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

まちなか観光ゾーン整備の役割り分担

2，005年までの都市計画事業費の試算（単位：百万円・％）

負駆分 国 県 市 その他 計 勁

街路 5，448 761 2，530 － 8，73928

公園 714 － 1，308 － 2，022 6

下水道 7，650 － 9，350 － 17，00054

区画整理 575 － 288 2，8203，68312

計 14，387 76113，4762，82031，444100

具
体
化
へ
懇
談
会
設
置

　

最
後
に
、
こ
の
計
画
実
現
の
た

め
に
は
、
民
間
活
力
の
導
入
が
必

要
と
い
う
観
点
だ
け
か
ら
で
は
な

く
、
「
本
来
ま
ち
づ
く
り
は
住
民
が

主
体
的
に
行
う
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
で
こ
そ
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り

が
可
能
で
あ
る
」
と
の
観
点
に
立

ち
、
市
民
代
表
や
学
識
経
験
者
も

交
え
て
計
画
を
よ
り
具
体
化
し
て

い
く
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
の

設
置
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

玉
置
会
長
が

　

山
内
市
長
に
報
告

　

五
月
二
日
、
策
定
委
員
会
を
代

表
し
て
山
内
市
長
に
市
街
地
整
備

計
画
を
提
出
し
た
玉
置
会
長
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

　

「
こ
の
計
画
は
、
大
野
市
の
市
街

地
整
備
の
全
体
的
な
枠
組
み
を
提

示
し
、
今
後
活
気
あ
る
街
づ
く
り

を
し
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な
方

向
づ
け
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
市
民
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
反
応

が
あ
っ
て
当
然
で
す
。
ま
ず
、
六

間
通
り
の
シ
ン
ボ
ル
化
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。
一
つ
で
も
現
実
の

も
の
が
で
き
れ
ば
市
民
に
も
分
か

り
や
す
い
と
思
う
。
六
間
通
り
は

お
お
の
踊
り
の
会
場
と
し
て
も
使

わ
れ
る
の
で
、
実
施
計
画
で
は
少

々
の
変
更
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

一
つ
一
つ
市
民
の
合
意
を
得
な
が

ら
実
現
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
。
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
－

－
一
豊
6
6
・
1
1
‐
1
1
－
一

今月のスナップ

1月聡I1日ia癌l蚕－la！0周奮ま・

ごI，亮一al唇｀；場 やまぴこコンり・－ト

　　　　

実行委員会

障
害
者
の
思
い
を
歌
に
託
し
て

　

体
に
障
害
を
持
つ
人
た
ち
の
思

い
や
願
い
を
歌
に
し
て
発
表
し
た

い
と
い
う
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
集
ま
っ
た

の
が
、
や
ま
び
こ
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
昨

年
三
月
二
十
三
日
に
発
足
。
周
囲

の
山
々
に
歌
声
が
こ
だ
ま
し
て
、

福
祉
の
輪
が
広
が
る
よ
う
に
と
の

願
い
を
込
め
て
、
「
や
ま
び
こ
コ
ン

サ
ー
ト
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
0

現
在
、
大
野
混
声
合
唱
団
の
広
瀬

敏
一
さ
ん
を
委
最
長
に
、
合
唱
仲

間
や
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
し

て
い
っ
し
よ
に
歌
い
た
い
と
い
う

障
害
者
ら
二
十
八
人
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
八
月
、
「
体
に
ハ
ン
デ
ィ
を

持
つ
こ
と
の
苦
労
や
思
い
、
そ
し

て
希
望
を
歌
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
詩
や
曲
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
十

人
か
ら
ト
6
ニ
編
の
詩
が
集
ま
り
ま

し
た
。
目
下
、
実
行
委
員
会
で
は

そ
れ
に
曲
を
つ
け
、
独
唱
や
合
唱

に
仕
立
て
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
七
月
九
日
（
日
）

午
後
二
時
か
ら
、
市
民
会
館
で
開

催
す
る
こ
と
に
決
ま

り
ま
し
た
。
五
月
十

四
日
に
は
山
王
神
社

の
祭
礼
で
に
ぎ
わ
う

境
内
で
、
不
用
品
市

を
開
催
、
コ
ン
サ
ー

ト
の
宣
伝
と
資
金
集

め
も
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

を
1
ヵ
月
後
に
控
え

委
員
の
人
た
ち
は
歌

の
練
習
は
も
ち
ろ
ん

舞
台
の
準
備
、
入
場

券
の
作
成
・
販
売
対

策
な
ど
に
追
わ
れ
て

い
ま
す
。
手
伝
い
を

し
て
く
れ
る
人
、
い

つ
し
ょ
に
歌
っ
て
く
れ
る
人
、
大

歓
迎
だ
そ
う
で
す
。

　

例
会
は
毎
週
木
曜
日
の
夜
七
時

三
十
分
か
ら
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

で
開
い
て
い
ま
す
。
入
場
整
理
券

は
五
百
円
。
詳
し
く
は
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
豊
6
6
●
1
1
1
1
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ヤンクコチー

県政青年フォーラム推進員から

りがまち大野への提言

2
1
世
紀
は
僕
ら
の
時
代

松
本
嘉
彦
だ
（
2
2
歳
・
庄
林
）

　

私
は
、

県
政
青
年

フ
ォ
ー
ラ

ム
推
進
員

に
な
っ
て

今
年
で
3
年
目
で
す
。
そ
の
役
割

と
い
う
の
は
、
県
政
に
か
か
わ
る

機
会
の
少
な
い
ヤ
ン
グ
の
意
見
を
、

知
事
を
は
じ
め
と
す
る
県
政
担
当

者
に
伝
え
る
パ
イ
プ
の
よ
う
な
も

の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
県
は
昨
年
、
新
長

期
構
想
「
福
＃
2
1
世
紀
へ
の
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
策
定
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
既
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
ゴ
ー

ル
地
点
の
担
い
手
に
な
っ
て
い
る

の
は
私
た
ち
ヤ
ン
グ
で
あ
る
こ
と

に
気
付
き
ま
す
0

　

私
は
、
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
、

ヤ
ン
グ
の
意
兄
を
県
政
担
当
者
に

伝
え
、
よ
り
よ
い
故
郷
づ
く
り
に

協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
0

郷
土
に
夢
を
持
っ
て
／
・

久
保
田
智
恵
ぷ
（
2
3
歳
・
井
ノ
ロ
）

「
平
成
〇

年
、
大
野

こ
こ
は
、

福
井
県
長

期
構
想
に

よ
り
県
内
で
最
も
発
展
し
た
街
で

あ
る
。

　

新
し
い
国
道
が
開
通
し
、
福
井

へ
は
三
十
分
で
行
き
来
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
中
部
横
断
自
動
車

道
も
完
成
し
、
首
都
圏
へ
の
距
離

は
グ
ン
と
縮
ま
り
、
企
業
の
進
出

も
始
ま
っ
て
い
る
0
リ
ゾ
ー
ト
開

発
も
進
み
、
六
呂
師
高
原
は
テ
ニ

ス
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
姿
の
若
者
で

い
っ
ぱ
い
だ
。

　

市
内
の
道
は
、
歴
史
あ
る
碁
盤

目
の
形
を
残
し
、
広
く
そ
し
て
緑

豊
か
に
整
備
さ
れ
、
観
光
客
が
名

所
を
訪
れ
て
い
る
。
郊
外
に
あ
っ

た
小
規
模
の
農
地
も
整
備
さ
れ
、

大
型
機
械
を
導
入
し
た
生
産
性
の

高
い
農
業
が
さ
か
ん
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
発
展
し
た
大
野
に

住
む
人
々
の
顔
は
、
明
る
く
生
き

生
き
と
し
て
い
る
。
」

　

県
政
の
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
推
進

員
に
な
っ
て
、
自
分
が
住
む
地
域

に
つ
い
て
考
え
た
未
来
像
で
す
0

実
現
し
な
い
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
、

夢
は
持
ち
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
せ
ん
か
。
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県
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
高
賞

　

青
木
早
苗
さ
ん
（
1
9
歳
・
春
日
3
）

　
　

「
私
の
ア
イ
デ
ア
料
理
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
、
春
日
三
丁
目
の

青
木
早
苗
さ
ん
が
友
達
の
藤
田

珠
江
さ
ん
を
誘
っ
て
出
品
し
た

創
作
料
理
「
奥
越
の
冬
」
が
、

最
高
の
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト

は
、
県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推

進
協
議
会
が
開
い
た
も
の
で
、

全
国
か
ら
I
チ
ー
ム
二
人
で
、

高
枚
生
の
部
に
三
百
三
十
八
チ

ー
ム
、
一
般
の
部
に
は
二
百
三

十
三
チ
ー
ム
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
書
類
審
査
を

パ
ス
し
た
二
十
一
チ
ー
ム
が
実

際
に
腕
を
振
る
っ
た
結
果
、
「
奥

越
の
冬
」
が
両
部
門
を
通
じ
て

最
高
賞
に
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
料
理
は
、
干
し
柿
の
中

に
ゆ
で
た
里
い
も
を
詰
め
、
輪

切
り
に
し
た
も
の
と
、
パ
セ
リ

で
薄
緑
色
に
し
た
寒
天
の
中
に

ア
ジ
メ
ド
ジ
ョ
ウ
を
浮
か
せ
た

も
の
の
二
品
で
す
。
材
料
は
寒

天
以
外
は
い
ず
れ
も
奥
越
の
特

産
品
を
使
い
、
目
も
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
ア
イ
デ
ア
性
が
買
わ

れ
ま
し
た
。
お
茶
う
け
に
も
酒

の
肴
に
も
な
る
そ
う
で
す
。

　

青
木
さ
ん
は
、
三
月
に
調
理

師
専
門
学
校
を
卒
業
、
調
理
師

免
許
も
取
得
し
て
、
現
在
は
市

内
の
喫
茶
店
に
勤
め
て
い
ま
す
。

小
さ
い
時
か
ら
料
理
が
好
き
で
、

将
来
は
自
ら
腕
が
振
る
え
る
自

分
の
店
を
持
つ
こ
と
が
夢
と
の

こ
と
で
し
た
。

向かって右Fぢ77日万青木さん

私4：原命？＜cx

＠
共
パ
ス
路
線
の
充
実
を

Q

　

私
は
六
十
五
歳
で

す
。
た
だ
今
の
と
こ

ろ
大
変
不
便
で
暮
ら

し
に
く
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
と

申
し
ま
す
の
は
、
十
年
ほ
ど
前
ま

で
は
京
福
バ
ス
の
友
兼
線
が
、
東

中
か
ら
堀
兼
ま
で
の
間
を
一
目
二

回
朝
夕
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
ち

ょ
っ
と
し
た
自
分
の
川
事
に
利
川

で
き
て
便
利
が
よ
か
っ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
今
は
菖
蒲
池
回
り
で

富
田
地
区
の
方
へ
巡
回
す
る
よ
う

で
す
。
土
庄
地
区
で
も
バ
ス
の
通

過
せ
ぬ
所
は
、
東
中
・
吉
・
北
御

門
・
医
王
寺
・
森
政
領
家
・
東
山
・

下
五
条
方
の
道
筋
だ
け
で
す
。
朝
、

家
族
の
出
勤
時
に
同
乗
し
て
医
者

に
行
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
時
間
が
早
く
て
、
冬
の
場
合

は
暖
房
も
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ

の
車
時
代
に
以
前
の
よ
う
に
と
は

中
し
ま
せ
ん
0
ど
う
か
年
寄
り
の

身
に
な
っ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

（
匿
名
・
数
名
の
年
寄
り
よ
り
）

A

　

近
年
、
自
動
車
の

普
及
は
目
覚
ま
し
く

大
野
市
で
は
、
一
世

帯
当
た
り
の
平
均
所
有
台
数
が
二
…

五
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

乗
合
バ
ス
の
経
営
は
年
々
悪
化
し
、

市
内
の
バ
ス
路
線
は
も
ち
ろ
ん
、

全
国
的
に
も
赤
字
路
線
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

赤
字
路
線
の
運
営
に
つ
い
て
は

国
・
県
・
市
が
補
助
し
て
路
線
の
維

持
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
そ
れ
で
も
追
い
着
か
ず
、
廃

線
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
路
線
が
出

て
い
ま
す
。
お
尋
ね
の
路
線
も
、

こ
の
よ
う
な
路
線
で
、
昭
和
五
十

七
年
九
月
か
ら
運
休
し
て
い
ま
す
。

運
行
を
再
開
す
る
た
め
に
は
、
利

用
者
が
増
え
る
こ
と
が
必
要
で
す

が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う
な
見

込
み
も
立
た
ず
、
再
開
は
困
難
と

思
わ
れ
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
市
内
の
一
部
の
路
線
で
は
、

補
助
金
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
不
足

す
る
分
を
、
沿
線
集
落
の
方
全
部

に
負
担
し
て
も
ら
っ
て
運
行
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
少
し
遠
回
り
に
な
り
ま
す

が
、
勝
原
・
友
兼
循
環
線
を
利
用
で

き
る
方
は
、
こ
れ
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。
ダ
イ
ヤ
は
森
政
領
家
7

時
4
1
分
↓
友
兼
↓
御
給
↓
中
休
↓

大
野
三
番
着
8
時
5
分
。
帰
り
は

大
野
三
番
発
1
7
時
4
0
分
の
各
一
本

で
す
。
（
生
活
環
境
課
長
・
伊
藤
敬
一
）

私
■
H
＞
4
＞
＞
’
i
）
A
／

投
稿
の
お
願
い

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や

意
見
な
ど
、
日
ご
ろ
皆
さ
ん

が
考
え
て
い
る
こ
と
を
ハ
ガ

キ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
紙

上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
必

ず
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

あ
て
先
市
役
所
総
務
課
広

報
広
聴
係
（
〒
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
）

お
知
ら
せ

ｔ
ま
ち
な
み
フ
ォ
ー
ラ
ム

主
催
大
野
商
工
会
議
所
青
年
部

日
時
6
月
8
日
2
午
後
6
時
3
0

　

分
？

会
場
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容
▽
基
調
講
演
『
市
街
地
整

　

備
基
本
計
画
に
つ
い
て
』
（
講
師

　

福
大
・
玉
置
伸
悟
教
授
）
▽
亀

　

山
周
辺
整
備
の
ア
イ
デ
ア
紹
介

　

▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

『
大
野
高
校
移
転
（
案
）
に
伴
う

　

跡
地
利
用
と
六
間
ア
ク
セ
ス
道

　

路
』

・
婦
人
体
力
づ
く
り

　

リ
ズ
ム
運
動
の
つ
ど
い

主
催
大
野
公
民
館

日
時
7
日
1
日
①
午
後
1
時
3
0

　

分
～
3
時
3
0
分

会
場
大
野
有
終
会
館
多
目
的
ホ

　

ー
ル

内
容
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

　

思
い
っ
き
り
体
を
動
か
し
ま
す

費
用
無
料

間
合
先
大
野
公
民
館
（
豊
6
6
・

　

2
8
2
8
）
ま
た
は
大
野
婦
人

　

健
康
ク
ラ
ブ
代
表
・
金
森
澄
子

　

さ
ん
（
豊
6
5
・
2
3
6
7
）
へ

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
耳
寄
り
な

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
広

報
広
聴
係
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。



現
代
つ
子
↑
J
ち
の
食
と
健
康

　

お
金
さ
え
出
せ
ば
何
で
も
買
え
る
今
の
世
の
中
、
食
べ
物
に
し
て

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
食
べ
物
の
量
的
な
豊
か
さ

と
は
裏
腹
に
、
私
た
ち
は
食
事
の
質
を
お
ざ
な
り
に
し
て
は
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。
〃
食
”
に
対
す
る
大
人
の
態
度
は
、
直
接
に
子
供
の
心

身
の
成
長
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
今
月
は
、
お
金
で
は
買
え
な
い
子

供
の
健
康
に
つ
い
て
、
食
生
活
の
面
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

子
供
を
取
り
巻
く
食
環
境

　

最
近
は
社
会
や
家
庭
環
境
の
変

化
で
、
食
生
活
に
も
乱
れ
や
偏
り

が
兄
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
加
工
食
品
に
頼

り
過
ぎ
た
り
、
仕
事
や
勉
強
な
ど

を
優
先
す
る
た
め
、
家
族
が
一
緒

に
食
事
を
す
る
機
会
が
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

勉
強
や
塾
通
い
の
時
間
に
追
わ
れ

て
そ
そ
く
さ
と
食
事
を
済
ま
せ
る

子
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
な
ど
の
間
食
を
食
べ
過

ぎ
て
夕
食
が
食
べ
ら
れ
な
い
子
、

加
工
食
品
に
慣
ら
さ
れ
好
き
嫌
い

が
極
端
な
子
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
豊
か
な
時

代
」
の
裏
側
に
ひ
そ
む
お
粗
末
な

”
食
”
の
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
”
食
”
が
、
子

供
た
ち
の
心
身
に
悪
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
供
を
襲
う
「
成
人
病
」

　

が
ん
や
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
、

糖
尿
病
と
い
っ
た
成
人
病
は
、
一

般
に
大
人
だ
け
が

か
か
る
病
気
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
。

け
れ
ど
も
、
子
供

た
ち
の
食
生
活
の

乱
れ
、
偏
り
は
、

ス
ト
レ
ス
の
増
大
、

運
動
不
足
と
相
ま

つ
て
、
子
供
た
ち
を
”
成
人
病
予

備
軍
”
へ
と
引
き
ず
り
込
ん
で
い

る
の
で
す
。

肥
満
は
成
人
病
の
引
き
金

　

特
に
肥
満
は
、
成
人
病
の
”
引

き
金
”
で
、
加
工
食
品
に
頼
り
過

ぎ
る
ふ
昏
の
昧
″
や
ヽ
好
き
な
物

だ
け
を
与
え
る
こ
と
は
、
親
自
ら

の
手
で
わ
が
子
を
”
死
に
至
る
病
”

に
導
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

事
実
、
十
歳
代
、
二
十
歳
代
の
青

少
年
の
間
で
、
肥
満
が
原
因
の
動

脈
硬
化
性
疾
患
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
放
置
し
て
お
け
ば
将
来
、
心

臓
病
や
糖
尿
病
、
肝
臓
障
害
な
ど

で
命
を
落
と
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
現
代
っ
子
の
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
、
朝
か
ら
あ
く
び
を
し
、

無
気
力
で
、
外
で
遊
ば
ず
部
屋
で

ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
が
る
、
と
い
う
点

が
よ
く
指
摘
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
も

栄
養
面
で
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
少

な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
と
、

神
経
過
敏
や
不
眠
症
な
ど
の
情
緒

不
安
定
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

食
事
で
心
と
体
の
健
康
を

　

”
食
”
の
乱
れ
、
偏
り
は
、
社
会

生
活
の
乱
れ
、
偏
り
の
象
徴
と
も

い
え
ま
す
。
し
か
し
、
子
供
た
ち

の
将
来
を
思
う
と
き
、
食
事
に
し

わ
寄
せ
す
る
の
は
筋
違
い
だ
と
思

い
ま
す
。
勉
強
や
遊
び
の
活
力
源

と
し
て
、
親
子
団
ら
ん
の
場
と
し

て
、
食
事
を
も
っ
と
大
切
に
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（豊65－7333）



■あなたの身近に話題がありまし

たら市役所総務課広報広聴係（豊

66－1111）へご連絡ください。

インドネシア農業研修生

　

ハンベルリンさん大野へ

　

インドネシアからの農業研修生、

ワゴン・ハンペルリンさん（28歳）

が5月1日、研修先の五条方・建石

正治さん（41歳）といっしょに、由

内市長を表敬訪問しました。ハン

ペルリンさんは11月末まで滞在、

イチゴやサトイモなどの野菜を中

心ヽに栽培技術を学びます。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

総
会
で
今
後
の
発
展
誓
う

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
5
I
の
第
一
回

通
常
総
会
が
五
月
十
七
日
、
職
業
訓
練

セ
ン
5
I
で
開
か
れ
ま
し
た
。
セ
ン
5

I
が
発
足
し
な
昨
年
五
月
か
ら
今
年
三

月
末
ま
で
に
受
注
し
た
仕
事
は
三
百
四

十
五
件
、
契
約
総
額
で
は
千
八
百
こ
十

万
円
余
り
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

今
後
一
層
の
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

話題の

ひろぱ

若い働き手の確保へ

　

雇用対策推進会議発足

　

全国的に景気が好転し、市内の

企業活動も活発化してきています

が、人手不足が大きな悩みとなっ

ています。市ではこうした状況の

中、このほど「大野市雇川対策推

進会議（宇野治一会長、15人）を

発足させました。今後2年間にわ

配り、主に若い働き手を確保する

じめの諸方策を調査・研究します。

六
呂
師
小
学
校
が

　

野
鳥
愛
護
の
指
定
校
に

　

六
呂
師
小
学
校
が
大
日
本
猟
友
会
か

ら
野
鳥
愛
護
校
に
指
定
さ
れ
、
五
月
十

一
日
、
県
猟
友
会
か
ら
指
定
証
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。
同
校
で
は
、
昭
和
五
十

五
年
十
二
月
に
「
み
ど
り
の
少
年
隊
」
拓

結
成
す
る
な
ど
、
教
育
の
一
環
と
し
て

自
然
愛
護
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

今
回
、
そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

読
み
ど
く

●
海
洋
セ
ン
タ
ー
水
泳
教
室

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各

種
水
泳
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
希
望
者
は
6
月
3
0
日
面
ま
で
に

セ
ン
タ
ー
（
豊
6
4
・
1
3
1
1
）
へ
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
先
着
順
。

■
児
童
（
初
級
）
水
泳
教
室

対
象
泳
げ
な
い
小
学
生
男
女
3
0
人

期
間
7
月
2
日
？
8
月
2
7
日
の
毎

　

週
日
曜
日

時
間
午
前
1
0
時
？
正
午

費
用
1
5
0
0
円
（
保
険
料
含
む
）

■
児
童
（
中
級
）
水
泳
教
室

対
象
泳
げ
る
小
学
生
男
女
3
0
人

期
間
7
月
7
日
？
8
月
2
5
日
の
毎

　

週
金
曜
日
と
8
月
2
7
日
⑧

時
間
午
後
7
時
3
0
分
？
9
時

費
用
1
5
0
0
円
（
保
険
料
含
む
）

■
親
子
水
泳
教
室

対
象
5
歳
以
上
の
子
供
と
母
親
ま

　

た
は
父
親
2
人
1
組
、
2
0
組
ま
で

期
間
7
月
2
日
？
8
月
2
7
日
の
毎

　

週
日
曜
日

時
間
午
前
1
0
時
、
’
‘
正
午

費
用
2
5
0
0
円
（
保
険
料
含
む
）

■
レ
デ
ィ
ー
ス
水
泳
教
室

対
象
一
般
女
子
3
0
人

期
間
7
月
1
2
日
？
8
月
2
3
日
の
毎

　

週
水
曜
日
と
8
月
2
7
日
⑧

時
間
午
後
7
時
3
0
分
？
9
時

費
用
2
0
0
0
円
（
保
険
料
含
む
）



お
知
ら
せ

日月

●
若
ア
ユ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
き
6
月
1
8
日
⑧
午
前
8
時
～

　

午
後
5
時
※
雨
天
決
行

と
こ
ろ
真
名
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
富

　

田
大
橋
下
流
）

内
容
▽
鮎
友
釣
り
特
別
解
禁
釣

　

り
大
会
：
‐
午
前
7
時
3
0
分
受
付

　

8
時
競
技
開
始
、
午
後
5
時
ま

　

で
。
参
加
費
3
0
0
0
円
（
オ

　

ト
リ
ー
匹
付
）
▽
リ
バ
ー
プ
レ

　

イ
ラ
ン
ド
：
‐
午
前
8
時
開
会
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、

　

ウ
ナ
ギ
ー
ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
捕

　

り
、
ミ
ニ
S
A
K
A
N
A
コ
ン

　

サ
ー
ド
、
鮎
塩
焼
き
販
売
な
ど

申
込
・
問
合
先
市
漁
業
協
同
組

　

合
（
商
工
会
議
所
内
豊
6
6
●
1

　

2
3
0
）
へ

●
歴
史
民
俗
資
料
館
で

　

大
野
ゆ
か
り
の
能
面
展

期
間
6
月
1
0
日
①
？
7
月
1
6
日

　

⑧
（
毎
週
月
曜
日
は
休
館
日
）

時
間
▽
平
日
：
‐
午
前
9
時
？
午

　

後
4
時
▽
日
曜
日
：
―
午
前
9
時

　

？
午
後
5
時

内
容
室
町
時
代
、
当
時
の
大
野

　

郡
平
泉
寺
で
能
面
打
師
と
し
て

　

活
躍
し
た
三
光
坊
を
始
祖
と
し
、

　

以
後
江
戸
時
代
ま
で
能
面
打
師

　

の
家
柄
と
し
て
栄
え
た
大
野
出

　

目
家
の
能
面
な
ど
約
4
0
点
と
、

　

能
装
束
、
楽
器
、
古
文
書
を
展
示

入
館
料
▽
個
人
‐
‐
‐
大
人
3
0
0

　

円
、
小
●
中
学
生
1
5
0
円
▽

　

団
体
（
3
0
人
？
）
‐
：
大
人
2
0
0

　

円
、
小
・
中
学
生
1
0
0
円

準
備
休
館
6
月
6
日
魯
？
9
日

　

②
と
7
月
1
8
日
魯
？
2
1
日
②

・
県
政
バ
ス
日
曜
号

と
き
6
月
1
8
日
⑥
午
前
8
時
3
0

　

分
に
越
前
大
野
駅
前
出
発

コ
ー
ス
大
野
駅
前
？
県
立
美
術

　

館
（
「
日
展
」
鑑
賞
）
？
総
合
グ
リ

　

ー
ン
セ
ン
タ
ー
？
朝
倉
氏
遺
跡

　

資
料
館
？
大
野
駅
前
（
午
後
5

　

時
着
予
定
）

対
象
奥
越
地
区
県
民
一
般
（
親

　

子
同
伴
可
）

費
用
8
0
0
円
（
日
展
入
場
料
）

持
ち
物
昼
食
・
筆
記
用
具
な
ど

定
員
5
5
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
住
所

　

氏
名
●
年
齢
・
電
話
番
号
●
出

発
日
・
出
発
地
を
書
い
て
、
〒

9
1
0
福
井
市
大
手
3
‐
1
7
‐
I
県

庁
広
報
課
県
民
相
談
室
へ

・
食
に
つ
い
て
の
相
談
は

　

食
生
活
改
善
推
進
員
へ

　

食
生
活
改
善
推
進
員
を
ご
存
じ

で
す
か
。
推
進
員
は
、
成
人
病
検

診
の
際
に
食
生
活
面
で
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
り
、
各
地
区
で
の
料
理
講

習
会
の
講
師
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
市
が
委
嘱
し
て
い

る
推
進
員
は
下
の
表
に
掲
げ
た
2
8

人
。
派
遣
し
て
ほ
し
い
と
き
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
（
雲
6
5
・
7
3
3

3
）
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
い
じ
め
な
ど
の
悩
み
は

　

人
権
擁
護
委
員
へ

　

家
庭
内
や
近
隣
と
の
も
め
ご
と
、

不
当
な
差
別
扱
い
や
い
じ
め
な
ど

で
悩
ん
で
は
い
ま
せ
ん
か
。
人
権

擁
護
委
員
は
、
そ
ん
な
悩
み
を
持

つ
人
の
力
強
い
守
り
手
で
す
。

　

大
野
市
に
は
、
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
5
人
の
人
権
擁
護
委
員
が

い
ま
す
。
個
別
に
随
時
、
相
談
に

応
じ
て
い
る
ほ
か
、
毎
月
定
期
的

に
「
人
権
悩
み
ご
と
相
談
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）
▽
大

　

門
俊
我
（
錦
町
、
6
6
・
2
7
9
1
）

　

▽
田
中
安
蓼
子
（
天
神
町
、
6
6
．

　

4
0
3
9
）
▽
中
村
定
一
（
不

　

動
堂
、
6
7
・
1
5
5
6
）
▽
井
尾

　

治
郎
左
ヱ
門
（
佐
開
、
6
5
・
8
2

　

1
5
）
▽
明
石
槽
子
（
中
津
川
、

　

6
5
・
ｑ
り
r
a
戸
0
0
）

人
権
悩
み
ご
と
相
談
▽
と
き
：
‐

　

毎
月
第
1
・
3
木
曜
日
、
午
後

　

1
時
3
0
分
？
4
時
（
当
日
が
祝

　

日
の
と
き
は
休
み
）
▽
と
こ
ろ

　

：
‐
6
月
1
日
④
は
市
役
所
、
1
5

　

日
④
以
降
は
大
野
有
終
会
館

●
児
童
手
当
の
現
況
届

　

提
出
は
6
月
中
に

　

児
童
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年

6
月
中
に
児
童
の
養
育
の
状
況
な

ど
を
確
認
す
る
た
め
「
現
況
届
」
を

市
福
祉
事
務
所
（
市
役
所
内
）
へ
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
用
紙
は
福
祉
事
務
所
か
ら

発
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
他
の
市
町
村
か
ら
転
入

し
て
来
た
人
や
新
た
に
子
供
が
生

ま
れ
た
人
、
子
供
が
す
べ
て
就
学

し
た
人
な
ど
、
受
給
条
件
に
変
更

が
あ
っ
た
人
は
、
現
況
届
と
は
別

に
所
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
市
福
祉
事
務
所
児
童

係
雲
6
6
・
1
1
1
1
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ナ
イ
タ
ー
の
抽
選

　

毎
月
、
市
教
育
委
貝
会
体
育
課

で
は
、
ナ
イ
タ
ー
の
使
用
申
し
込

み
団
体
を
対
象
に
、
日
時
・
会
場
の

平成
元年度 食生活改善推進員名簿

氏名 住所 連絡先

宮木真砂子 高砂町 66－0472

土本けい子 庄林 66－4465

中井昌子 泉町 65－1351

沖村れい 明倫町 66－5748

斉藤はるゑ 泉町 65－7270

枠元富美代 御給 64－1021

加藤育代 西山 65－1232

亀尾笑子 中荒井2 66－2857

佐々木富子 明倫町 65－8462

佐藤静代 高砂町 66－0364

佃麗子 阿難祖地頭方66－0785

長谷部伊津子南六呂師67－1335

前川秀子 明倫町 66－2451

壷内チズ子 高砂町 66－3696

氏名 住所 連絡先

吉峯文子 高砂町 66－0911

鈴木郁代 城町 65－2542

久保芳美 春日3 65一5028

瀬戸道子 明倫町 66－2546

森田ふき 明倫町 66－2406

山田朝子 明倫町 66一3426

玄覚静子 春日3 65－1783

川堺和子 天神町 66－0519

宇野千枝子 明倫町 66－2356

林とみ子 泉町 66－4094

朝日照美 中挾2 66－5654

松田八重子 中挟1 66－5851

松原よし子 中荒井 65－5434

北川松子 中野 65－3815



抽
選
χ
行
っ
て
い
ま
す
。

申
込
方
法
使
川
し
た
い
月
の
前

　

月
2
0
日
ま
で
に
、
体
育
課
（
市

　

役
所
内
）
で
手
続
き
を
。
代
表

　

者
の
印
鑑
が
必
要

抽
選
日
・
会
場
毎
月
2
1
日
午
後

　

6
時
か
ら
、
市
役
所
1
階
の
ロ

　

ビ
ー
ま
た
は
第
3
会
議
室
で

対
象
施
設
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

　

陽
明
・
七
庄
・
尚
徳
の
各
中
学

　

校
グ
ラ
ウ
ン
ド

使
用
時
間
▽
5
月
？
8
月
‐
：
1

　

回
2
時
間
以
内
で
午
後
9
時
3
0

　

分
ま
で
▽
9
月
以
降
・
‐
‐
午
後
9

　

時
ま
で

使
用
料
1
時
間
1
5
0
0
円

●
市
図
書
館
で

　

「
い
っ
し
ょ
に
読
も
う
会
」

と
き
6
月
4
日
⑧
午
後
2
時
？

と
こ
ろ
図
書
館
2
階
和
室

内
容
永
井
路
子
著
『
流
星
・
お

　

市
の
方
』
の
読
後
の
感
想
、
意

　

兄
を
交
換
。
テ
キ
ス
ト
は
図
書

　

館
に
も
1
5
冊
備
え
て
い
ま
す
。

申
込
先
市
図
書
館
豊
6
5
・
5
5

　

0
0
へ

　

な
お
、
「
い
っ
し
よ
に
読
も
う
会
」

は
今
後
、
毎
月
1
回
、
原
則
と
し

て
そ
の
月
の
最
終
日
曜
日
に
開
き
、

そ
の
都
度
、
参
加
者
の
要
望
に
沿

っ
た
テ
キ
ス
ト
を
選
び
ま
す
。

●
郷
土
資
料
を
図
書
館
へ

　

市
図
書
館
に
は
郷
土
資
料
と
し

て
約
こ
千
冊
の
蔵
書
が
あ
り
ま
す

が
、
な
お
一
層
充
実
す
る
た
め
、

郷
土
資
料
と
な
る
本
の
寄
贈
を
募

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
既
に
絶
版
と
な
っ
て

い
た
り
、
自
費
出
版
の
た
め
部
数

が
少
な
い
な
ど
の
事
情
で
人
手
で

き
な
い
本
が
か
な
り
あ
る
た
め
で

す
。
こ
う
し
た
稀
少
本
に
限
ら
ず
、

大
野
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
、
風

俗
な
ど
に
関
す
る
本
も
提
供
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
詳
し
く
は

図
書
館
豊
6
5
・
5
5
0
0
へ
。

●
「
ふ
る
さ
と
情
報
定
期
便
」

　

郵
送
希
望
者
を
募
集

　

市
は
今
年
か
ら
、
市
出
身
の
市

外
在
住
者
を
対
象
に
「
越
前
大
野

ふ
る
さ
と
情
報
定
期
便
」
を
実
施

し
ま
す
が
、
た
だ
今
、
「
定
期
便
」

希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
出
身
者
に
市
の
広

報
紙
な
ど
を
無
料
で
定
期
的
に
お

届
け
し
、
大
野
の
近
況
を
伝
え
る

一
方
、
ふ
る
さ
と
へ
の
提
言
や
有

益
な
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
こ

う
と
い
う
も
の
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
親
戚
や
兄
弟
姉
妹
、
お
子
さ
ん

な
ど
で
、
定
期
便
を
届
け
て
あ
げ

た
い
人
が
い
ま
し
た
ら
、
次
の
要

領
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
要
領
は
が
き
に
「
ふ
る
さ

　

と
情
報
定
期
便
希
望
」
と
書
き

　

届
け
先
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

　

氏
名
・
年
齢
を
明
記
の
上
、
天

　

神
町
1
－
1
市
役
所
総
務
課

　

広
報
広
聴
係
へ
。
お
問
い
合
わ

　

せ
も
同
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

●
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
野
場
所

　

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

主
催
大
野
青
年
会
議
所

と
き
6
月
‥
1
1
日
⑥
正
午
？
（
雨

　

天
決
行
）

と
こ
ろ
市
営
相
撲
場
（
大
野
有

　

終
会
館
西
側
）

参
加
資
格
小
学
4
年
生
か
ら
6

　

年
生
の
男
女

競
技
方
法
各
学
年
個
人
戦
（
ト

　

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
）

参
加
費
無
料

申
込
方
法
申
込
書
・
保
護
者
同

　

意
書
（
各
小
学
校
、
公
民
館
に

　

あ
り
ま
す
）
記
入
の
上
、
学
校

　

公
民
館
へ
提
出

申
込
締
切
6
月
5
日
図

　

各
学
年
の
優
勝
者
3
人
（
男
子

の
み
）
は
、
7
月
3
0
日
⑧
に
東
京

の
国
技
館
で
行
わ
れ
る
「
第
5
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
」
へ
出

場
し
ま
す
。
詳
し
く
は
青
年
会
議

所
豊
6
6
・
1
2
3
3
へ
。

●
「
つ
く
し
の
会
」
会
員
募
集

　

「
つ
く
し
の
会
」
は
、
日
常
生
活

の
身
近
な
問
題
・
話
題
を
話
し
合

い
、
学
び
合
う
女
性
の
グ
ル
ー
プ

で
、
現
在
、
会
員
は
3
0
人
。
今
年

は
輸
入
食
品
の
安
全
性
を
テ
ー
マ

に
、
意
見
交
換
・
研
修
な
ど
を
行

い
ま
す
。
あ
な
た
も
仲
間
に
な
り

ま
せ
ん
か
。
今
ま
で
見
え
な
か
っ

た
も
の
が
、
き
っ
と
見
え
て
く
る

は
ず
で
す
。

入
会
資
格
女
性
な
ら
誰
で
も

会
費
年
間
1
2
0
0
円

申
込
・
間
合
先
市
役
所
内
・
市

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
「
つ

　

く
し
の
会
」
事
務
局

　

す
分
ま

処
し
を
集
地
募

留
を
保
者

の
加
区
参

地
札
二
入
第

部南

整
人
に
け
り
㈹
画
争
れ
受
お
日

区
競
こ
を
と
2
7
地
を

ヽ
み
の
一
上
地
が
込
表
㈹

二
留
す
し
下
日
第
保
ま
申
1
3

部
の
し
の
地
月
南
内
分
札
留
6

｀
区
処
入
゜
保

は
地
り
ヽ
す
象
間
で
業
よ
ち
ま
対
期

市
事
に
立
け
分
付

　

理
札
先
付
処
受

　

時
室
画
要
金

　

9
議
計
必
証

　

前
会
市
に
保

　

午
大
都
書
札
゜

　

⑥
階
階
込
人
出

　

日
3
3
申
｀
提

　

2
8
所
所
る
上
へ
で
月
役
役
あ
の
課

ま
6
市
市
て
人
同
時
え
記
て

4
時
所
法
備
を
え
後
日
場
方
に
項
添

午
札
札
込
課
事
を

　

入
入
申

地留保象対分処

街区番号 仮地番 面種 入札保証金 用途地域

12 17 168．80㎡ 200，000円準工業地域

20 3 350．02 400，000 第2種住居専用地域

20 10 349．80 400，000 第2種住居専用地域

20 18 349．80 400，000 第2種住居専用地域

20 19 350．02 400，000 第2種住居専用地域

33 4 429．87 500，000 第1種住居専用地域

市民のうごき
（前月比）

世帯数11，292世帯（＋34）

人□42，487人（＋44）

　

男20，390人（＋23）

　

女22，097人（＋21）

転入166人出生35人
転出135人死亡22人

平成元年5月1日現在

市内の交通事故状況

件数内訳 平成元年　4月末
63年
4月末 増減

総件数 114 131 －17

人身

事故

件数 58 53 ＋5

死者 1 5 －4

傷者 79 63 ＋16

物損事故 56 78 －22
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図
鍛
冶
屋

　
　

「
し
ば
し
も
休
ま
ず
、
つ
ち
打
つ
ひ
び
き

・
：
」
で
始
ま
る
文
部
省
唱
歌
は
、
多
く
の
人
々

に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
い
ま
、
毘
沙
門

通
り
に
二
軒
、
向
島
（
弥
生
町
）
に
一
軒
の

鍛
冶
屋
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
同
じ
師
匠

に
つ
い
て
学
ん
だ
間
柄
だ
そ
う
で
す
。

　

毘
沙
門
通
り
の
山
下
隆
一
さ
ん
は
、
福
井

震
災
の
あ
っ
た
年
か
ら
こ
の
仕
事
を
続
け
、

も
う
四
十
年
の
経
験
を
積
ま
れ
た
職
人
で
す
。

始
め
た
こ
ろ
は
十
五
軒
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
勝
山
市
、
美
山
町
、
坂
井
郡
な
ど
に
同
業

者
は
い
な
い
の
で
、
県
内
ば
か
り
で
な
く
石

川
県
や
岐
阜
県
か
ら
も
注
文
が
来
、
宅
配
便

で
送
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

伝
統
的
に
は
、
く
わ
・
す
き
な
ど
の
農
具

を
作
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

の
土
質
に
適
し
た
も
の
を
心
が
け
、
客
に
は

住
所
を
聞
く
そ
う
で
す
。
少
し
割
高
に
は
な

り
ま
す
が
、
大
変
使
い
易
く
丈
夫
で
長
持
ち

す
る
と
喜
ば
れ
、
固
定
客
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

武
生
の
刃
物
業
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店
が

同
一
品
種
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
鍛
冶
屋
は

客
の
要
望
に
応
じ
て
、
ど
ん
な
注
文
に
も
応

じ
ら
れ
る
技
能
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
鉄

骨
を
組
み
立
て
る
仕
事
以
外
は
何
で
も
こ
な

す
山
下
さ
ん
は
、
「
い
ろ
い
ろ
文
句
を
言
い
な

が
ら
店
を
訪
ね
て
来
て
く
れ
る
人
は
本
当
の

客
で
、
客
か
ら
教
え
ら
れ
、
改
良
を
重
ね
研

究
す
る
の
で
、
職
人
は
死
ぬ
ま
で
勉
強
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

朝
早
く
か
ら
コ
ー
ク
ス
を
赤
々
と
燃
や
し

真
っ
赤
な
鉄
を
打
つ
山
下
さ
ん
は
、
七
時
前

に
は
注
文
の
品
を
建
設
業
者
に
渡
し
て
い
ま

し
た
。
店
頭
に
は
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
用
の
部

品
が
箱
に
詰
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
（
T
）

お
知
ら
せ

●
市
社
協
事
務
局
移
転

　

1
2
日
か
ら
有
終
会
館
へ

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
局

が
、
6
月
1
2
日
⑥
か
ら
大
野
有
終

会
館
へ
移
転
し
ま
す
。
従
来
の
市

役
所
の
代
表
電
話
6
6
・
1
1
1
1

の
ほ
か
に
、
直
通
電
話
6
5
・
8
7

3
3
も
つ
き
ま
す
。

●
市
福
祉
事
務
所
に

　

父
子
家
庭
の
相
談
窓
口

　

市
の
福
祉
事
務
所
に
、
父
子
家

庭
の
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応

じ
る
「
父
介
家
庭
相
談
窓
し
」
を

設
け
ま
し
た
。
父
子
家
庭
の
暮
ら

し
、
健
康
、
子
供
の
養
育
な
ど
で

お
困
り
の
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
内

市
福
祉
事
務
所
・
母
斤
相
談
μ
豊

6
6
・
1
1
1
1
へ
ど
う
ぞ
。

編
集
後
記

●
大
変
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。

本
紙
の
と
じ
込
み
用
表
紙
を
お

届
け
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に

こ
れ
ま
で
保
存
さ
れ
な
か
っ
た

方
も
、
と
じ
て
く
だ
さ
る
と
あ

り
が
た
い
の
で
す
が
。
と
じ
た

後
は
電
話
の
近
く
に
置
い
て
く

だ
さ
い
。
緊
急
の
さ
い
の
電
話

番
号
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
と
っ
さ
の
と
き
に
役
立
つ

と
思
い
ま
す
。
（
平
）

・
本
紙
五
月
号
と
一
緒
に
お
届

け
し
た
「
ふ
る
さ
と
創
生
・
ア

イ
デ
ア
募
集
」
。
応
募
に
当
た
っ

て
、
大
野
の
行
く
末
を
あ
れ
こ

れ
思
案
し
た
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
十
人
十
色
、
い
ろ
ん
な

ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
形
や
枠
に
と
ら
わ

れ
な
い
発
想
は
、
今
後
と
も
大

切
に
培
い
た
い
で
す
ね
。
（
清
）

¬－まーま〃－
、、見i會

　

国
民
の
八
割
近
く
が

生
涯
学
習
に
意
欲
を
持

っ
て
い
る
（
総
理
府
世

論
調
査
）
こ
ん
な
記
事

が
反
映
し
た
か
ら
で
も

な
か
ろ
う
が
、
最
近
、

会
う
人
ご
と
に
「
生
涯
学
習
の
必
要
性
」
を
説

く
ご
仁
が
多
く
な
っ
て
き
た
▼
そ
れ
と
は
裏
は

ら
に
過
去
一
年
間
、
生
涯
学
習
の
経
験
を
も
た

な
か
っ
た
人
に
そ
の
理
由
を
き
い
て
み
る
と
。

　

「
家
事
に
追
わ
れ
て
ネ
ー
」
と
か
「
ど
こ
で
何

を
や
っ
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
く
っ
て
」

と
い
う
の
が
圧
倒
的
だ
っ
た
▼
そ
れ
な
ら
ば
生

涯
学
習
と
い
う
も
の
が
、
ど
ケ
し
て
教
育
活
動

の
主
体
と
し
て
市
民
の
生
活
の
中
に
浸
透
し
て

い
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
人
は
、
行
政
中
心

の
推
進
方
法
の
整
備
と
か
、
情
報
の
提
供
と
か

施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
を
言
わ
れ
る
が

つ
ま
る
と
こ
ろ
は
モ
ノ
（
施
設
）
カ
ネ
（
予
算
）

ヒ
ト
（
指
導
者
）
の
確
保
に
尽
き
る
だ
ろ
う
▼

先
月
、
福
井
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
呼
び
か

け
で
、
新
し
い
時
代
の
生
涯
学
習
の
考
え
方
や

方
法
、
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
の
共
同
セ
ミ
ナ

ー
が
も
た
れ
た
。
講
師
の
岡
宏
子
先
生
（
聖
心

女
子
大
）
か
ら
、
ど
の
地
域
も
お
行
儀
の
よ
い

生
涯
学
習
が
多
す
ぎ
る
こ
と
。
指
導
者
の
考
え

方
と
し
て
、
青
年
、
婦
人
、
老
人
像
が
観
念
的

な
も
の
と
し
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
こ
と
な
ど

指
摘
、
生
涯
学
習
は
モ
ノ
や
カ
ネ
よ
り
ヒ
ト
こ

そ
重
要
と
強
調
、
学
ぶ
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
▼
今
年
か
ら
三
年
間
、
大
野
市
は
国
よ
り
生

涯
学
習
の
モ
デ
ル
推
進
地
域
に
指
定
さ
れ
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
市
民
が
改
め
て
自
分
を
発
兄

で
き
る
よ
う
な
楽
し
い
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

め
ざ
し
て
、
全
力
を
傾
け
て
み
た
い
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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